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教全のために必ずお守りください 

•お使いになる人や他の人への危富と財産への損喜を未然に防ぎ、製品を安全に正しく使用するために、 
おずお守りいただくことを説明しています。 

•ここに示した表示は、誤つた使いかたをしたとさに生じる危喜や損害の程度を次の表示で区分し、説明 
しています。 ， 


么警告 (WARNING) 
A ま意 (CAUTION) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
が死じ重傷を負う可能性、または乂災の可能性 
び想定される内容を示しています。 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人 
が傷害を負5可能性や物的損害の発生び想定され 
る巧容を示しています。 


»お守りいただく内容を、次の給表示で区分しています。 


L 全がン y ン厳禁 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使巧し 
ないで < ださい。 

少量の混入でも、火災の原因になります。 




巧!^ ソリグノ ガソリン禁止 

I ★給排気筒 トップ扇を^运商 

給排気筒トツプの周りび雪で&さびれたままで 
使用しないでください。ふさがれていると去は、 
除雪して < ださい。 

閉そくしていると運乾中に排ガスび室内に漏れ 
て、危険でず。 



0 


I 本給排気商 ( 鲁，示ース)巧り璋圈 

給排気筒(管、ホース)びがれたまま使用しない 
で < ださい。 

がれていると運転中に排ガスび室内に漏れて、 
に険でず。 /- 71 



0 


巧類の 乾燥 厳禁 I 

衣類などの乾燥には使巧しないでください。 

あ類び落下して火びつ去、火災の原因になりま 



0 


告 （ WARNING) 


♦説日月文中の r お願い J 事項は、本機を誤りなく正しくお使いいただくための内容び記載されています。 


この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


この絵表示は、「を意」していただく内容です: 


この絵表示は、 r 禁止」されている内容です。 


Q ® ® ⑩ 


お使いになる1刖に 







安全のために必ずお守り < ださい 



告 （ WARNING) 


★温風 吹出口 をふをがない 

巧類、紙などで温 M 吹出□や空気取入口をふさ 
びないで < ださい。 

衣類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原 
因になります。 が ~^ 


I 女スプレー吿 厳禁 I 

スプレー定やカセツトこんろ用ボンベなどをス 
卜ーフの上や前(周囲に）や温風のあたるところ 
に放置しないでくだごい。 

熱で吿の圧力び上びり、爆発して危険です。 


0 


巧 


(★定期点検の実胤 

定期的 （2 年に1回程度)に点検-體備を受けて 
<ださい。 

点検を受けずに長期間使用し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。 

点検-磬備はお買い求めの販売店や資格者のい 
る店に依頼してください。. 



0 


I 去写自身での据付け•移設工事の厳禁 I 

お客さまご自身による工事は危険です。 

据付け工事は販売店や専門業者にご依顧くださし、。 
(ストーブを移設させる場合ち同じです。） 



〇 



0 

禁止 



意 （ CAUTION) 


★カニテ:/^可燃物近接禁止 I 

カーテンや燃えやずいちののそばなどでは使用 
しないでください。毛布やふとんなどを近くに 
置かないで < ださい。 

火災び発生するおそれびあります。 

可燃物との離隔距離については工事説明書の標 
準据付け例を参照してください。 


I ★異常時使用禁止 I 

万一異萬を感じたと 广 
さは、使用しないで r 
<ださい。 (F 

異常燃焼のおそれび \ 
あります。 パ b 


0 



0 


I ★温風に直接あた 5 ない I 

温風や簡射熱に直接長時間あた5ないでください。 
低温やけどや、脱水症状になるおそれげあります。 
温風を直接吸い込まないでください。気分び悪 
くなることびあります。 


み給油時瞧 

給油は、おず消 
火してからおこ ^ 
なつて<ださい 。 L 
乂災のおそれが ^ 
あります。 


が^|消乂 



★油漏れ確 認 I 

油タンク-ゴム製送油管-接合部および機器等からの灯油 
漏れがないことを確認の上ご使巧<ださい。 

巧油が S れていると义災のおそれがあります。 


漏れを確認 


ゴム製送巧管 



0 

禁止 

〇 











★高温部 接軸禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、 
ガード （ FR - 4日 B ’ FR - 己己 B )、 ルーバー （ FF - 4己日’ 
FF - 日日 B ) などに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



(D 

接触禁止 


I 女指や異物をんれをい_| 

ガードの中や温風吹出口や空気取入口などに、 
指や異物を入れた0しないで < ださい。 

けびや乂災のおそれびあります。 



0 


|_★分解修理の禁止 I 

故障、破損した6、使用しないでく 
ださし、。 

不完全な修理は、危険です。 


分解禁止 


给電ミ原テラ歹は確実に差し込む 


電源プラグはコンセントに根元 
まで確実に差し込んでください。 
I また、 傷んだプラグやゆるん\ 

I だコンセントは使用しなし、で 

\<ださい。 I 

火災の原因になります。 

めれた手での抜を差しはしない 
で < ださい。 

感電の原因になります。 


〇 



I ★腰をかけたり物をのせなしリ 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしない 
で<ださい。ス I -ーブの故障や、やけどのおそ 
れがあります。ストーブの上に花びんや、水を 
入れたをのなどを置かないで<ださい。水がか 
かると漏電や故障のおそれびあ0ます。 


0 

禁止 


I ★給排気筒4寸适を可燃物返接禁と] 

給排気筒トップの近くに、な油や可燃物など引 
乂のおそれのあるをのを置かないで<ださい。 
火災のおそれびあります。 




0 


み改造使用の禁を I 

改造して使巧しないで < ださい。 

また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
でください。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険でず。 

I 去電漏コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり傷 
付たり束ねたり、物をのせた0加工 
しないで < ださい。 

また、電源プラグを抜くとさは、コー 
ドを持って引を抜かないで < ださい。 
電源コードが破損し、火がや感電の 
原因になります。 


0 


0 


意 （ CAUTION) 


お使いになる1削に 



巧全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


•長期間使用しないときは電源プラグを抜く I I ★電源プラグのお手入れをずる 


長期間使用しないとさは電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。 
乂災や予想しない事故の原因となり 
ます。 


を 

電源プラグを巧く 


给高_堪(標 高1日 OOm 似上)では 使 用禁止 

酸素濃度が薄いので不完全燃焼します。 

1 日日日〜 巧 日日 m の場所では再調整が必要でずので 
販売店までお問い合わせ<ださい。 


ときどきは電源プラグを振き、ほこ 
り（及び金属物)を除ましてください。 
(ほこりや異物がたまると湿気など 
で絶縁不良になり）乂災の原因にな 
0ます。 


〇 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 



0 


おモ様やお年寄り、体のご不自由な 
ちびお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人が充分に注意 
して < ださい。 


使用禁止 ★巧面に注意 


岳す解性ガス使用禁出 

ストーブを使用している部屋で、巧 
燃性ガスが発生ずるもの(ガソ U ン、 
ベンジン、シンナー）、スプレーを使 
用しないでください。 

乂災や故障の原因になります。 


0 

使用禁止 


ほこりや、タバコの煙などにより、 
温風吹出□周辺の床面が汚れた0変 
色することがあ0ます。 

また、熱に弱いジユータンや床の上 
で長時間使巧すると、変色したり、 
そり返ることびありまずので、熱に 
強い マツ トなどをひいてください。 


4 

A 



願い （ NOT に E) 


★な油の廃棄 


灯油の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください< 


鄉用ずる場所 



4 









各 口 R のなまス 

^mm) [F^4^B-FR-55B 


FF-4 已 B-FF - 已已巨 


巧作部.表示部 


1SIIWHI 

口 ■ 圆 I 

l^HUI 


« 巧プラグ 


がを商巧れ巧巧综 


ムサー 


巧巧フラグ 


Ml 


■ 


巧賠ボンフ 

のぞさミ 

油面センヴー 


リセツトボタン 


定油面器 

フレーム □ 


点义ヒータ 


燃焼リング 


Jil 


燃巧リング/ \ し早、乂ヒータ~\送巧啓\ブロアモーター 

しでー ナー 
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各部のなまえ 

操作-表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意お 



チャイルド□ックボタン > 


^ - 

タイマーボタン 


設定-解除をする場合はチャイルド□ックボタ 
ンを 3 砂じ(上巧します。 


タイマー運乾を開始します。 



k 

14 ページ参照 


、 1 日ページ参照 ， 

1 — 




温度•時計表示ランプ 1 


タイマーランプ 

ス1-ーブを操作したとさの状態を表示し、デジ 

タル表示部の表示內容を示します。 

V _ ) 


点灯 

♦タイマー運転待 
機中 

1 


セーブランプ 


点好 

♦セーブ運転中 

消灯 

♦セーブ運転觸除 


6 



















__ 給油ランプ 

点滅(運転停止） 

油びなくなり自動消火しました。 


室温/時刻合わせボタン 

室温の設定、時刻の設定に使いまず。 

•室温設定の場合 

室温設定をお好みの温度に設定ずることがで 
さます。 

© あるいは©のボタンを巧して合わせて 
<ださい。 

•日寺刻設定の場合 

0あるいは’ (2) のボタンを巧して合わせて 
ください。 

] □、に、14ページ参照 


• fn n 

• \u u 

室内温度 


■タイマー運乾時刻表示 

タイマー運転設を時に表おします。 


室内温度 


■自動のに消火したときの表示 

自己診断機能により、異常時には 
E - こ!〜 E - 3ご' f - G •こを表示し 
まず。 

(24 ぺージ参照) 



表示部__ 

■現在時刻表示 

現在の時刻を表示しまず。 


ミ豆度 
時計 


タイマ— 


設定温度 


■コロン 

時刻表示…… ] 砂間毎に 

r 点滅」しまず。 
運転中……予備燃焼時に 
1秒間に2回 
「庶励ルます。 


溫度 

時計 


設定温度 



お使いになる前に 













使う前の準備 


燃料について 


©燃料は、な油 （ J 旧1号な油）を必ず使用してください。 


• 

A 警告 

★カノ J ン厳 77 ^ ~^ 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 

使用しないでください。 ipL 

少量の混入でも、火災の原因になりまず。 內ッ巧 ガソリン禁止 


•ガソリン、シンナーおよびこれらが混入した灯 
油、変質な油、巧れたな油、水やごみの混じっ 
ている灯油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

♦巧油は、必ず乂気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所でな油専用容器を使って保 
管して < ださい。 


巧油とガソリンの見分けかたのポイント 

指先に使用燃料をつけて息を吹さかけます 
(火の気のないところでおこなつてくだごい) 



給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


1 油タンクに給油ずる。 

I •油タンクの給油口ふたをはずし、灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なび6給油してください。 

★給油の際は、給油ロフィルターを取りま6ないでください。 



給油の際にこぼれた灯油をふきとる。 

★給油後、油タンクの底のドレン賣けを透視して水やごみびた 
まっておれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
□から市販の給油ポンプをドレン受け内にさしこみ、水やご 
みなどを吸いだして < ださい。 


3給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れのま意 




★油タンクの'灯油びなくなると自動消乂しまず。このとき 「給油ランプ」 が r 点 減 J し、プザー音びして異南 
があったことを知らせます。 

※油タンクに灯油があるのに r 給油ランプ」 が 「点 減 J ずるときは、送油経路のつまり、空気たまりが考え 
弓れます。このようなときは、 9 ページの^^^や 「定油面器のリセットボタンのセッ 
卜」 を参照して送ミ由経路を点検してください。 

•再運転ずる場合は、本体温度び充分下がってか5油タンクに給油し、 「運転スイッチ」 を一度 r 切 J にして 
か br 入」 にしてください。 













空気抜きの方法 


★送油管の途中が山形になったり、もつれたりしていますと、送油管 
の中に空気がたまって油が流れないためにス I ブは r 給油ランプ」 
が r 点滅」して運乾しまはん。 

このようなとをは切下の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよ5にミ主意して < ださい。） 

①バルブを全閉にずる。 

③送油管に山形搞做びないように平らにする。 

③ ス I -ーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端 
をバケツなど灯油をためることがでさる容器に入れはずれないよラ 
に固定する。 

④ バルブを全開にし、送油管か5な油に空気び混じ5ない状態で連続 
して流れ出ることを確認する。 

注意：バルブを全開にしてを打油がまった<出ない場合は油タンク 
とストーブ本体との落差(約3日 cm 必要)びない場合ちありまず 
ので確認-処置して<ださい。 

⑤ 確認でさたらバルブを全閉にする。 

⑥ 送油管をス i -ーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にずる。 

⑧ ストープ本体の側面にある赤色のリセットボタンを下へ]回押ず。 

⑨ ストープを運転ずる。 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

•ストーブの置台又は、送油経路(油タンクや送油管の接合部など)から油漏れびないかどラか確認してください。 
万一、油漏れしている場合はおずお買い求めの販売店に修理依頼、または最寄りの当社にご相談ください。 

給気ホース-排気筒接続の確認 

♦給気ホース-排気筒が正しく接続されているか確認してください。 

がれていると運乾中に排ガスが漏れ大変危険です。 


空気 送油管 



※製品の側面にあります 


ストーブ周辺の確認 

♦ス I ブの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 

定油面器のリセットボタンのセット 

♦定油面器の赤いリセットボタンを、下へ1回押してください。 

点火ずるたびにセットずる必要はありませんが、シーズン初めや、本体設置場巧 
を変更したとき、艾は巧震自動消义装置が作動したあと再運転ずるとさは、リセ 
ットボタンをちラー度、押しなおしてください。 

. -お願い- 

★ U セットボタンは日砂じ(上巧し続けた D 、 カラーを外して巧さないでください。 
♦定油面器內の灯油面が上昇ずるおそれびあります。 






お使いになる前に 





使う前の準備 


現在時刻のセット 


★電源プラグをコンセント（家庭用 AC 100^^ ^ / 温度 of — 

1抓 V )に確実に差し込む。 1 一 時計■— 

•デジタル表示部はち図のように時計 ^ 

]: E 3 び r 点灯」しまずので、現 6^3 

在の時刻をセツトしてください。 .涅源プラグ 

★このとき 「撒由ランスが「点滅」 する場合は、ストーブに巧油びきていませんので、8ぺージの 
を参照して送油経路を点検してくださし、。 


♦ 

参 

設定温度室内温度 


S 1 源プラグ 


燃料切れの注意 





④「時計」表示 


デジタル表示部 


可•區 

設定温度 室内温度 


CH 現在時刻び午後7時10分の場合 温？ ° ry ^ . fTn 

① Q または©のポタンを1剛ず。 81 B 十 ■ [ i ji \. [ iu 

ブヴー音がして「時計」表示が「点滅」します。 設定温度室内温度 

( D デジタル表示を見なが5 0のボタンを押して巧に合わせる。 

③デジタル表示を見なが6 0のボタンを押してぶに合わせる。 


miS - じこ)のボタンは、1度押ずごとに1時間または1分間ずつ進みます。巧し続けまずと連続的 
に進みます。 

•時刻合わせをする場合は、 「時計 J 表示び r 点 減 J している間(約 10 映)に〇•に^のどち 5 かのボタ 
ンを押して < ださい。 

時刻合ねせができなかった場合は、をラー度 ( Q または ( p ) のボタンを巧してやり直してください。 


® r 時計」表示び、 r 点滅」から r 点な」に変わり、設定び完了しまず。 

( -お願い-^ 

★ストーブの時刻表示げ狂ったり、タイマー点乂時刻び狂ったりする場含は、コンセントを一度おい 
て、をラー度差し込み直して、時刻を設定してみてください。それでを直6ないときはお買い求め 
の販売店までお問い合わせ<ださい。 

★ス I -ープに初めて通電したとさや、停電禮や、電源プラグ 温度 df -^ I -^ 

を振いて再通電した場合、デジタル表示はち図のように表 時計 ■ • • — 

示され、 「時計」 表示が r 点な」 しまずので、現在の時刻を設 I -^ I -^ 

定してください。 設定温度室内温度 


I ★ 省電力機 能 —I 

♦時計表示中に、5分間経過しますと、省電力機能が働いて、デジタル表示部が r 消灯」して、電力の消費 
をおごえます。 

時計表示を確認したし媚合は、操作部の運転スイッチ拟外のどれかのボタン封甲すと表おします。 

運転スイッチを巧すと点火動作に入りまず。（運乾中及びタイマー待機中この機能は働さません。） 












綱方法 


点义（通常運転) 


U 巧押し） I 婦 風 

チャイルド□ツク タイマー セーブ I あげる . さげる 


〇 〇 〇 



認屏阿:固：ご; 

_ お: fia ち ま巧&ち _ _ 


3チヤイル•— 
〇 ロック 


「温度」表示 


デジタル表示部 


②運起スイッチ 


①油タンクのバルブつまみを r 全開」にする。 



③「運起スイッチ J を巧して「入」にずる。 

•ブヴー音がして「運範スイッチ」び「点滅」します。 

♦ r 温度」表示が r 点な」し、デジタル表示部に設定温度と室内温度を表示しまず。 

③約2分後に自動的に点火し、 r 運転スイッチ」が r 点阿」に変わりまず。 
r -お願い- 

★ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料や加工油などの焼けるよラな臭いが’ずる場合び 
あります。 

このような場合は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離れた所）を少し開け、半日から 
1曰程度、 r 強」運転をしてください。 

女初めて運転ずるとさは、送油経路に充分燃斜び供給されていないたゆ、一回で点火しない場合があ 
りますか5、しばらく待ってか5をう一度点火操作をおこなってください。 

★]〜2回点乂操作をして、点火しなかった場合、何回右点火しないでください。バーナー内に巧油 
びたまりまず。販売店にご連絡ください。 

★点火後約日分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼」しまず。 

★点义後約2分間は、巧流用ファンは回りません。 

女室温び日で材下の場合は、点火までの時間は約4分になります。 

★運転開始時に油閉止弁が開<ため、「カチッ J と音びします。 


お使いになる前に 使いかた 



使用方法 


乂力調節（室温の調節…運転中にしかできません) 



温度設をしない場合や停電や電源コードを抜いた體再運転する 
場合は、「みご」 (20 で）び設定温度となります。 


温 

時 


度 

計 


□ 


之'。 


U 


10 


設定温度 室内溫度 


①0または©ボタンを1度押ず。 

♦ブヴー音げして「湿度」表示が、「点滅」します。 

( D 温度を上げるとを。 

♦デジタル表示を見ながら0；リのボタンを押す。 

③温度を下げるとを。 

•デジタル表示を見なび 5〔 v 0 のポタンを押す。 


♦温度設定をする場含は r 溫尉表おが r 点滅」している間に〇-〇ボタンのどち6か封甲してくだ 
さい。設定できなかった場合はもラー度押して、やり直してください。 

♦設定温度は1日で〜32で、室温表おは一目で〜3日でまで表示しまず。 

♦室温表示は室湿び一1日で劫下の場合 r ^ o 」、 3目で LU 上の場合は rw ,」と表示します。 

♦設定された璧温にコント□ールするために自動的に r 強」•「中 J • r 弱」運転をくり返しまず。 

•一度湿度設定しまずと、その温度を記憶していますので変更をしない限り、「消乂」後再運転する場 
合を同一設定温度になります。 

-お願し、- 

★室温調節はルームサーミスタでおこないます。ルームサーミスタの設置場所や固囲の状況などで、 
必ずしち前面パネルの「デジタル表お部」の室内温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームサーミスタを、工事説明書の 01；^ サ^ミ^^福泉 艰動 r ) を参照して、 
適切な位置に付け替えて<ださい。 


公 







セーブ運転 


★セーブ運転は、お部屋の温度をできるだけ一定に保つための運範方法でず。 


[ セーブ運乾時は、運転中に室温が設定温度より約2む上昇すると自動的に r 消火」しまず。また設定温 
度まで下びると、自動的に r 点义」します。 




:ーブランプ 


r セープ運乾をおこなう] 


① r セープボタン」を巧ず。 

♦「セーブランプ」が「点灯」して、セーブ運転を開始します。 


r セーブ運まちを解除ずる J 


③ r セーブボタン」を押ず。 

•「セーブランプ」び「消灯」して、連続運転になりまず。 

r -お願い- 

•セーブ運転を連続して使用しますと、ガラスにずずが付くことがあ 
りまず。とをどきセーブ運転を解除し、火力を r 強」燃焼で1〜2時 
間燃焼させてください。 （ FR - 4已 B ■ FR - 已已日のみ） 













使用方法 


タイマー運転のしかた 


タイマー運転をするとさは、1日べージ I 現在時刻のセット I に従って、時刻合わせをしてか5でない 
と、運転でさません。 



このス1-ーブのタイマー運転は、その時の室溫により自 

、 

室温によるタイマー点火時刻の自動変更 

動的にタイマー運転による点火時刻を変え、蒂望の時刻 

1 日む政上^設定時刻 

にはお部屋を暖かくしておをます。 

日で〜1日で設定時刻の1日分前 

(室温15で政下の塌合） 

し 1 

〇む攻下^設定時刻の如分前 

ノ 


CH 午前6時30分に設定したい場合 

①「タイマーボタン」を巧ず。 

•このとさデジタル表示部の表示び r バー」表示に 
変わり、「タイマーランプ」び「点滅」しまず。 


ぐ S 
/皿 

時 


帛口 ( - .( - 

琶十□•傷 儒垂 

設定温度 室内温度 


•タイ7— 
〇セーブ 


⑤デジタル表示を見なが6 0のボタンを押して S に合わせる。 
(D デジタル表示を見なが 6 (2) のボタンを押して 3 G に合わせる。 


•ピ^•らゾのボタンは、 ] 度巧すごとに]時間または1日分間ずつ進みます。巧し続けますと連続的 
に進みまず。 

•時刻合わせをする場合は、タイマー時刻が「点滅」している間(約1日砂)に .© のどち5かのボ 
タンを巧して < ださい。 

•設定できなかつた場合は、をう一度 r タイマーボタン」を押してやり直してください。 

\_ _ 

④デジタル表示部のタイマー時刻が、「点滅」している間に r 運転スイッチ」を押して 
「入」にずる。 

♦このとき r タイマーランスび「点灯」し、セットび完了します。 

参約1日砂ほど経過すると、デジタル表示は現在の時刻を表おします。 


tk 








-お願い- 

★タイマー運転は、一度タイマー運転時刻を設定ずれば変更しない限り、「タイマーボタン」を巧して 
タイマー時刻の「点麻 J 中(約1日秒)に、「運転スイッチ」を r 入」にずるだけで同一時刻で設定が完了し 
まず。 

女タイマー運転時刻を変更する場合は前記と同手順でおこなってください。 

★通常運乾中に r タイマーボタン J を押ずと、 r 消火」して r タイマー運転」の状態になり、タイマー運転 
時刻に自動的に点火します。 

★タイマー運乾時刻の確認は、消乂時に r タイマーボタン」を巧すと、1日秒間表おしまず。 

女タイマー運転操作後に停電びあったとさや、ストーブを揺らして対震自動消乂装置び作動したと寺、 
電源プラグを抜いたとさは点火しません。 

再度1日ページ r 現在時刻のセット]を読んで、時刻合わせか5おこなってください。 


タイマー運転の解除のしかた 


タイマー運転操作をした後、タイマー点火時刻前に通常運転をおこないたい場合。 
1懼酷スイッチ」対甲して「切」にする。^ [タイマ-運転の解除] 

〇「運転スィッチ」を再度巧して「入」にずる。^ [通常運転開始] 


チャイルド□ックの使いかた 


チャイルド□ックは、お子様のいたず5操作の防止や、誤って「運転スイッチ」を押してを点火しない 
よラにしたいときに使巧します。 


チャイルド□ックの機能 


運転中にチャイルド□ックを使巧したとを 
♦r 運転スイッチ」で r 消火」のみがでさます。 
♦設定温度の変更など他の操作はでさません。 


P 消火中にチャイルド□ックを使用したとき 
L ♦すべての操作びでをません。 


「チャイルド□ツクボタン」を3秒似上押すことで、「セツト」又は r 解除」びできます。 
(14 ページの操作部の絵を参照） 

「セツト」…「チャイルド□ツクランプ」が「点な」。 
r 解除」...「チャイルド□ツクランプ」び「消'用。 









使用方法 


消乂 



デジタル表示部 


① r 運転スイッチ」を押して r 切」にする。 

•「運転スイッチ」びしば5く「点滅」してか5、「消灯」します。 
•デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消火後約3分間は対流用ファンは回転し続けまず。その後自動的に停止します。 

巧流用ファンび止まるまで、電源プラグを巧かないでください。 

-お願い- 

★ストーブの消火は電源プラグをコンセントから抜さとったり、ストーブをゆすって消してはいけま 
せん。 

★が出ずるときは、必ず消乂してください。 

★長期間留守にするときは、必ず電源を切ってください。 


消义後再点义するとをのを意 


★消乂綾すぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音が出ることびあ0ますので、しば5< 
冷えるまで待ってか5再点火してください。 


公 









使用上の注意 



ll ^ 高温部接軸禁止 I 


燃焼中や消乂直徵ま、高溫部、給排気筒トツスガード （ FR -4 已 B • FR - 日日 B ) 、 
ルーバー CFF -45 B - FF - 己已目）などに手などふれないでくださし、。 

やけどのおそれがあります。 


接輔禁止 


★ご使用中に、においがしたり目がしみる場合は、給排気筒 
やパッキン部か!3ち排ガスがをれていることが考え5れち 
険でず。 

使用するのをやめてお買い巧めの販売店にご相談ください。 

★ストーブや給排気筒には、床暖房用の熱交換器などを取付 
けないで < ださい。 

ストープや給排気筒に熱交換器などを取付けると排ガスの 
水分び結露しやずくなり、結露水び凍結して給排気筒を塞 
ぎ、不完全燃焼や排ガスが室內に漏れる原因となり危険で 
す。また、ス I ''ーブの寿命を短<する原因にをなります。 

女屋がの給排気筒トップが雪に埋ちれたり、結氷していない 
か、日常点検してください。 


★長期間使巧しない場合や、使用期間び終わりましたら、お 
ず電源プラグを抜いてください。 

ほこりやミちれびついて発火することがあります。 

★このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていますび、 
雷の条件によってはストーブが故障することびありまず。 
雷が発生した5電源プラグをコンセントか5抜いてくださ 
ると安全です。またス I ''ープをいためることをあ0ません。 

★油性分が多量に飛散する場所では使用しないでください。 

女ストーブの近くでラジオなど使巧すると、ラジオに雑音が 
混入するおそれびあります。 

★使用中、停電や電源プラグが抜けた後に再通蕾しますと、 
デジタル表示部に「£- OJ が表示されます。このよラな場 
合の再点火は、しば5く待ってス I -ーブの本体温度び充分 
下がってか b おこなってください。 

★正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び混じります。 
又炎はある程度片寄ったり、ゆれることびありまずが異常 
ではありません。 




0 

禁止 



C 

電喂グ を 


使いかた 


含 






安全装置 


♦を全装置が作動ずるのは何らかの異常があるときでずから、下記の処置をしても正常にならないと 
きは、お買い求めの販売店にごホ目談くだごい。 

•安全装置が作動した場合は、 r 運転スイッチ」を押し r 切」にしてから、下記の処置をおこない、再度 
「運転スイッチ」封甲して「入」にしてく ださし、。 (再点火操作） 


ま全装置 

はた5さ 

処 置 

巧震自動消火装置 

E - S 

♦運起中にストーブ本体び地震(震度約日し: LL ) 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
ち険を防ぐために自動的に運転を停止します。 

★地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒のがれな 
ど異常びないことを確認し 
てか b 再点火してください。 

点义巧を装置 

E - E 

♦点乂ヒーターなどの赤熱不足による点火不良。 

♦点乂ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点火しないとをに、運転を停 
止しまず。 

★点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
ーナー底に灯油びたまりま 
ず。たまった巧油を&苦取 
ってから、ご使用ください。 
(販売店にご相談ください） 

停電まを装置 

E - 0 

♦運転中に停電や電源プラグをあくなどして電 
源び切れたときは、自動的に運転を停止しま 
す。 

•再び通電されてを運転しません。 

♦タイマー運転中に停電びあった場合、タイマ 
—運転は解除されまず。 

★再点乂操作をしまず。 

★現在時刻の設おとタイマー 
点火時刻の設定をやりなお 
しまず。 

燃焼制御装置 

E - B 

♦燃焼中に炎び消えたとき、自動的に運転を停 
止させる安全装置でず。 

★再点火操作をします。 

過熱防止装置 
いさ 

•対流用 フアン モーターの故障や異萬燃焼など 
の原因でストーブび異常過熱したとを、また 
は フアンフイ ルターにほこりびつまった場合 
に、乂災などの盾険を防ぐために燃焼を停止 
しまず。 

★フアンフイルターの ほこり 
を取り除いてから、再点火 
操作をしまず。 

★処置をしてを、繰返し作動 
するとさは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

表示は安全装置び作動したとさのエラー表おでず。 

詳しくは、24ページを参照してください。 

お願い 

すべての処置は必ずストーブ 
を消火し、本体温度び充分下び 
ってからおこなってください。 





•ス I -ーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
ずいをのを置かないよラにしてください。 

♦ストーブはいつち清潔に掃除して<ださい。 
巧れたままのご使用は危険のをとですし、スト 
-ブのいたみを早めます。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物がないよラにしてください。 


♦ス I -ーブについたほこりや巧れは、掃除機で贩 
い取ったり固くしぼった濡れ雑巾などでふを取 
つて < ださい。 


•燃焼中に排ガスのにおいびした0、給排気筒卜 
ップからすすが出ていないか確認して < ださし、。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


★油漏 れ、油のたまり 、油のにじみ 

参送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみびあるかどうかを調べる。給油の 
とをこぼれたな油はよくふさとってください。 
万ーミ由漏れによって油のたまり、油にじみび生 
じているとさは、消乂操作をし、原因をたしか 
め防漏処置をし、油漏れがなくなったことを確 
認した後、漏れた巧油を取りのぞいてから点火 
操作をしてください。 

I ★送油管 I 

♦送ミ由管か5油漏れがないか点検し、亀裂などが 
あれば交換してください。 

•ゴム製送油管は2年に1度は新しい物に交換さ 
れることをおずすめします。 

♦屋外配管をずる場合は、鋼配管でおこなって< 
ださい。 


★ガラス炎筒 CFR -45 B - FR -55 B ) 


>ガラス炎筒びすずでちれてくるよラな場合や、 
ひびや割れがある場合は、販売店に相談の上、 
修理交換してください。 


♦のぞき窓びすすで巧れてくるよラな場合や、破 
れがある摇合は、販売店に相談の上、修理交換 
してください。 


I ス I -ーブ背面のファンフィルターを弓 I を损いて 
から、ほこりを電気掃除機などで取り除いてく 
ださい。 






★ほこり 


★周囲の状態 


女臭気 • すす 



女のぞき窓 CFF -45 B • FF -55 B ) 


★フアンフイルタ—(おず電源プラグを巧いておこなってくだ孔、) 


曰常の点検.手入れ 


_ 点検-手入れのときのを意 

★点検•手入れをおこなラとをは、ストーブを消乂し、ストーブが充分をえてか6手袋をはめて、必 
ず電源プラグを抜いておこなってください。 

★電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使用のたびに 


使いかた お手入れ•アフタ—サ—ビス 















曰常の点検-手入れ 



★反射板のほこり (おず手袋をはめ、載原フラグを巧しにおこなってくださし、） CFR -45 B * FR - 已日 B 〕 


•ストーブの反射板にほこりがたまった場合は、 
ガードのち端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いてガードを開いてか日、乾いた布で、たま 
つたほこりをふ去取ってください。 



★ルーパ’一のほこり (がず手袋をはめ、載原プラグを抜いておこなってくださし、） 〔 FF -4 曰 B ’ FF - 己已 B 〕 


•ルーノ（一が巧れたり、ほこりび付着した場合は、 
電気掃除機や、固<しぼった城れ雑巾などでふ 
を取ってください。 




I ★油タンク I 

♦給油□フイルターがごみやほこりで目づ'まりし 
まずと、給油時に給油□よりあ;或れ出たりしま 
ず。給油□フイルターを取出して、付着したご 
みやほこりを取り隙いてください。 


I ★油タンク內のか！ 

♦油タンクに水やごみがたまっているよラでした 
百、ドレン抜をや、油タンクのストレーナなど 
からたまった水やごみを取り除いてください。 


★電源プラグ-コンセント 


♦電源プラグ、コンセントにほこりやミちれがたまると火災の原 
因になることびあります。3箇月に]〜2回電源プラグをコ 
ンセントから抜いて、付着したほこりや汚れを取り除いてく 
ださい。 


全定油面器のストレーナ 


•定油面器のストレーナは約3箇月に1回と、ストーブの格納 
(シーズンオフ)のとき、次のように灯油で洗浄してください。 
①油タンクのバルブを謂める。 

CD 定油面器のストレーナの取出□に容器をあてびっておを、 

2本のねじをはずして、ストレーナをめをだす。 

③ストレーナを灯油で洗浄ずる。 

® ストレーナををとどおりに取り付け、こぼれた灯油をふき 
とる。 

⑤ 油タンクのバルブを開く。 

⑥ 油漏れがあるかないかを点検する。 

公 


















•給排気筒や排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、廊食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、と走どを点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製の U ング（日 I 」ング)は耐熱性のをのですび、2〜3年で炭化す 
ることびありまず。ゴムの硬化及び割れなどがある場合には、においや排ガスがをれるおそれがあり 
ますので新しい部品に交換してください。 

■給気ホースびふさがっていないか点検してください。 



日1」ング 

種類 
呼び経 

運動用ひ」ング 

P 39 4種 C 

材質 

シ U ：： ン3ム 


♦地震などにより製品に振動、衝撃が加わったときは、運転をする前に必ず次の点検を実施してください。 


♦機器の損傷の点検 ♦給排気筒回りのがれ、漏れの点検 •送油経路からの油漏れの点検 

★点検で異常がみつかったときや、点検したのちに使用しているとさ、排ガスのにおいがしたり目げしみ 
る場合は、使用を中止して、販売店または別紙の [ SIS 福談窓口一覧]に修理依頼をしてください。 


i 点検内容1 


お客様相談窓口一覧 


★パッキン 


参燃焼中、室内ににおいびこもるような場合は、 

と < にま意して点検してください。 

•ガラスが筒とバーナーの接続部、ガラスが筒 
と熱交撰器の接続部 ( FR -4己巨- FR - 己已己） 

•燃焼筒とバーナーの接続部 ( FF -4 己 B • FF - 
日已目） 

• 点火 ヒーターの 取り付け部 

帝燃焼!7：/夕、ノ戸■す^燃焼筒!: FF-4 ち 目 • FF- 已已お、熱交療器 1 

♦燃焼リング、パーナー、燃焼筒 ( FF -4 已巨 ■ FF - 已已巨)、熱交換器は高温になりますので焼損することが 
あります。ときどき点検し、変形や焼損していた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください) 

I ★給排気筒、排気筒 I 


ご使用中、においがしたり目がしみる場合は、給が気筒、排気筒やパッキン部か5排ガスがもれてい 
ることが考えられ盾険でず。点検後お買いホめの販売店にご相談ください。 


★点火ヒーター 


•点火ヒーター及びパッキンび古<なり、切れた 
り、すきまなどがあると、点火不良及びガス漏 
れの原因にな0ます。 

(販売店にご相談ください） 


地震などの災害が発生したときの点検について 


お手入れ•アフターヴ—ビス 
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定期点検 

長期間ご使用になりまずと、機器の点横が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
まをにお使いいただくために、2シーズンに1回程度、シーズン終了後などに、お買い上げ店、又は 
修理資格苦〔(財)日本石油燃焼機器保守協会 ( TEL 03-34 日日- 2928) でおこなう技術管理講留会修了 
者(石油機器技術管理±)など)のいる店、当社などにお問い合わせください。 


f 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 除 

♦定油面器-ストレーナの掃除 参油タンクの水抜を 

•送油経路の油をれ 

機能部品の点検- 
確 認 

♦電気配線-を全装置のはたらを•操作部品-動<部記のはた5を 

消辞しやずい部品 
の点検■交換 

♦点火ヒーター、燃焼リング、ゴム製送油管、ク□スマット 

掃除-点検-體備 

\ 

♦本体内部、フアンフィルター、巧流巧送風機、ブ□アケース(ブ□アモーター） 

•善接続部のパッキン、 0 U ング♦給排気経路の接続、つま0 , 


故障.異常の見分けかたと処置方法 


修理を依頼される前に調べていただをたいこと 


•修理を依頼される前に下表の内容を確認してください。 

下表のよラな状態は故晴ではありまはん。 


が 態 

説 明 

点 

乂 

消 

火 

時 

初めて使用するとを、けむりやにおいび出る。 

燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためで 
ず。 

点火-消火時に r キシ S 音」がずる。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音です。 

点火してちすぐ温風びでない。 

不快な冷風を出さないた曲であり、ストーブ内部 
び暖まると自動的に出まず。 

’初めて使用ずるときは、電磁ポンプの振動 
音び大さい。 

ポンプ内に空気が還入しているためです。しばら 
くずると止まりまず。 

燃 

焼 

時 

\ 

「カチカチ」時計のよラな音びずる。 

電磁ポンプの運転音でず。 

燃焼筒や熱交換器の一部がラすホく赤熱ず 
る。 

異常ではあ0ません。 

とさどさ黄色い炎がでる。 

異常ではありません。 








_ 故障-診断チ I ック表 

★この表 lu 外にす具合があるとをは、お買求めの販売店にご相談下さい。 


参この表の rs -」 は、24ぺージデジタル表示の見方を参照してください。 


\ 現象 

\ 
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の置ち法 

電源プラグをコンセン 
卜に善し込んでいない 

〇 









〇 

電源プラグをコンセントに 
差し込んでください 

停電した 

〇 





目 




〇 

停電復帰後点火し直して< 
ださい 

巧震自動消火装置び作 
動した 






1 





定油面器のリセットボタンを巧し 
てからち点火操作をして<ださい 

油タンクに水び入って 
いる 


〇 

日 








水混入の灯油をすっかり 
抜いてください 

油タンクに'な油びない 


〇 










不良灯油を使用した 


〇 

E-g 

〇 

〇 







販売店または別紙のお客様相 
談窓口一覧にご相談ください 

省電力機能び作動しま 
した 










日 

操作部のいずれかのボタンを巧 
してください （10 ページ参照） 

配線不良びある 



〇 

〇 







販売店または別紙のお客様相 
談窓□一覧にご相談ください 

コント□— ラー 不良 

〇 

〇 

〇 

〇 


B 



1 


// 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 





日 


〇 

〇 



// 

フレーム □ッ ド不良 






〇 

E-B 





// 

電磁ポンプ不良 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 
f- 占 





// 

点火 ヒーター 不良 


因 









// 

排気筒接続不良 





国 






排気筒の接続を確認してく 
ださい 


お手入れ•アフタ—ヴ—ビス 
















故障.異常の見分けかたと処置方法 


デジタル表示(エラー表示)の見方 


★ストーブの運転中に異常び起こり消乂した場合、下記のよラに、デジタル表示部に r エラー表示」 します 
ので処置をして < ださい。 



エラー 表示 

原 因 

処置ちま 1 


回应 


♦運転中に雷源び切れました。 
♦タイマー点火待機中に電源び切れ 

(停霉安全装置が作動） 

♦電源プラグの差し込みを確認し、再点火操 
作をしてください。 


回巨 


♦点火安全装置び作動しました。 

♦原因不明の場合は販売店または別紙のお客 
様相談窓ロー覽まで連絡してください。 


回因 


♦対震白動消火装置び作動しました。 

•作動した原因を取 0 除を、再点火操作をし 
て < ださい。 


回因 


•運転中に消乂しました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一賀ま 
で連絡してください。 


回囚 


♦ブ□アモーターび故障しました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一質ま 
で連絡して < ださい。 

回回 

•過熱防止装置び作動しました。 

•本体温度び巧分下びるのを待って、フアン 
フィルターを掃除し、再点火操作をしてく 
ださい。 

1 

田帕 


♦バーナーサー S スタび断線しました。 
♦ノ くーナー內にな油びたまりました。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓□一覺ま 
で連絡してください。 


回国 


♦着火 S スを3回しました。 

•販売店または別祗のお客様相談窓□一覽ま 
で連絡してください。 


因困 


•排気筒がはずれました。 

♦排気筒を点檢して接続を確認し、再点火操 
作をしてください。 


回因 


•定油面器巧の灯油面び上昇しまし 
た。 

•販売店または則紙のお客様相談窓口一費 
まで連絡してください。 


ゴヒ 

パー表示点滅 


給油ランプ点滅 

•ストープにな油びさていません。 

•灯油を入れてください。 

(8 ページ i 給油のしかた 1 参照） 

巧油びある場合は送油経路を点検してください。 



♦タイマー点火時刻び設をされてい 
ません。 

•運乾スイッチを「切」にして、タイマー点火 
時刻を設定してください。 


コ囚 


•室温び 3 目む政上になりました。 
•ルームヴー S スタの取り付け位置 
びよくあ 0 ません。 

•ルームサー S スタのおり付け位置を確認し、 
適切な位置に移動させてください。 


— 1 


♦室温び一 " I □む政下になりました。 
♦ルームサ ー S スタの不良、断線、 
または配線抜けです。 

♦販売店または別紙のお客様相談窓口一覧ま 
で連絡してください。 

\ 

全消な 

•省電力機能び作動しました。 

り 0 ぺージ参照） 

•操作部のいずれかのボタンを押してくださ 
い。 

J 







部品交換のしかた 


♦ 

/ i \ ま忌 

_ 


★分解修理の禁止 

し™。 ® 

。 分解禁止 

故障、破損したら使用しな 
不完全な修理は、危険です 



短期間に消耗する部品は特にありませんが、ガラス炎筒 （FR-4 曰 B• FR- 己己 B) 、定油面器、燃焼 U ング、点 
乂ヒーター、パッキンなどの交換部品が必要な場含は、お買求めになった販売店にご相 i 炎ください。 

★部お交換の際は、必ず純正の補修部品をお使いください。純正の部品政かを使用して万一故障や事 
故び発生した場含、当社は責任を負いかねます。 


不完全な修理はち険でず。修理をお受けになる場合は、目才団法人曰本石油燃焼機器保守協会でおこな 
う技術管理講習会修了者(石油機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることを推奨しまず。 


觀管のしかた(長期間使用しない場合) 


♦ストーブを保管する場合は、1日ページ 曰常の点検•手入れの 項を参照して、ストーブの手入れを 
してから保管してください。文いたんでいる箇所は修理をしてから保管してください。 

♦格納-保管場所は、湿気■火気•高温などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかもストーブ 
の上には重量物をのせたり、人が秉つたりしないよラ配慮してください。 


1 ス I -ーブを長期間使用しないで保管ずるときは、必ず電源プラグをコンセントか5抜を、油タンクの 
バルブを閱めてぐださい。 

2 ス1ブを使话ずる季節が終り格納ずるときは、ミ由タンクの灯油を巿販の給油ポンプで全部巧き取り、 
定ミ由面器のストレーナーち取り出して灯油で洗浄してください。 （2 日ページ参照） 

. -お願い- N 

ミ由タンクの灯油を巧くとさは、送ミ由管の灯油を完全に抜いてください。灯油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとを、つまって灯油が流れなくなりまず。 


〇ス I ブや油タンクの表面をふいてください。 

^ ♦固くしぼった霜れ雑巾や、薄めた中性洗剤でちれを取り、乾いた布で水気をふさ取ってください。 
女 シンナー、ベンジンなどでふくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

4本体にほこりがたまらないよう、適当なカバーをかけてください。 

に 附属品と r 取扱説明書」- r 工事説明書」* r 保証書」も紛失しないよう同時に保管してくだごい。 


お手入れ•アフタ—サ—ビス 


公 







型式の呼 
M _^ 類 

点火 方式 
使 用 燃 料 

燃 焼 状 態 

FFp 然料消費量 
巧発 熱_量 

圍昌 m _药率_ 

BB 暖房出力 
FF 燃料消費量 
巧発 熱 量_ 

熱効率 
BB _ [牆房出力 

お 寸 法胃 

質 量 

電源電圧及び周波数 

這肖費羣力 
給排気筒の型式の呼び 
垫気筒呼び径 
給排気筒壁貫通部孔径 
排 気_温_度 

m 流ヒューズ 


装 置 


■送油経路図 


FR -45 B - FR -5 己巨 • FF -4 己己 • FF - 己己己 

密閉式石油ストーブ•ポット式 • 強制給排気形 • 強制巧流形 _ 

電冠点火 

灯油 （ JIS 1 号） — 

_最大 [ 最小 

日.6の L/h 0.180 L/h 

23040 kJ/h 6667 kJ/h 

86 . 0 % _ 86 . 0 % _ 

己.加 kW r 1 .日 9 kW 

0.509 L/h r 0.157 L/h 

18850 kJ/h 日 81 日 kJ/h 

86,0% 日日.日％ 

4.50 kW [ 1.39 kW ' 

高さ 6 00 mm . 幅 49 目 mm . 奥行 418 mm (背面カノ（一を客む） 

約]71<呂 —— … - - 

10日 V 日日/目日 Hz 

点火時25日/巧 0 W •燃焼時日 4/49 W •待機時 1.2/ 日. 8 W ’ 最大68日/日8日 W (点乂挪月に短時間発生) 

FFP -320 - 

D 39 - 

70〜8日 mm —_ __ 

2即で！;(下 — — 

4 A 


巧震自動消乂装置 • 点乂安全装置 • 停電安全装置 • 過熱防止装置 • 燃焼制御装置 
壁固定金具 （1 セット）•標準給排気筒セット•木ねじ （1 本）•ゴム製送油管 （ Im )(1 本） • 
あ-スバンド(ル） （2 個） 



燃焼 U ング 

バ—ナ — 


を磁ポンプ 


定油面器 


油タンク 


惜己線図 


ランス 


-給が気筒トップ 
' フレームロツド 


点义ヒーター 


フアンモーター 


ブ □ア モーター 


電磁ポンプ 


青 卜 


巧 

ホ = 
樓 フ 


-, f FR-45 目 … q 口 ep 

画聲当[麗 1.,。で 

;巧讓自動消火装圍 I 
!ルームサー5スタ 
;バ_トトミスタ 
ホール I C 


操作表示基板 


油面センサー 


黄 U 油閉止弁 


運転スイッチ 
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アフターサービス 

I 保証 について I 

♦添付しておりまず巧記書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、お受け取りください。記載 
內容をご確認のうえ大切に保管してください。 

★保証期間はお買い上ばの曰より1年間でず。 

I 修理 を檢頼 す言と寺1 

•故障■異常の見分けかたと処置ち法巧2ページ)に従って、お調べください。直5ないとさは、ご使巧を 
中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買上げの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただきたい内容は次の通りです。 

①品名- • FF 式石油隱房機(密閉式石油ス I -ーブ） 

霞型式の呼び…〔例〕 FR -45 B 
感お真上げ年月日 

④故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑥おなまえ，おところ，電話番号 

•修理に隙しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店げ修理させていたださ 
ます。 

•保話期間び過ぎているとをは、修理すれば使用でをる場合には、ご蒂望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 

广 -1 飞 

この取扱説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-を意事項および通常使用に反し 
て使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

V__ ソ 

I 補修用性能部品につ。ミ I 

★密閉式 (FF 式)石;由ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造ホ了ち切り後7年でず。 

•補修巧性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

I 転居される場台 I 

•このストープは電源周波数5日、目 OHz と右同一仕様でず。 

女電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますげ、高地への転居、高地からの転 



故障-修理の際の連絡先1 


アフターサービスについてわからない場合は、お買い巧めの販売店、または、もよりのI お客様相談窓 □ 
-覧1(別紙参照）までお問い合わせください。 


公 


お手入れ•アフターサ—ビス 









据付け-移設について 

据付け-移設工事は販売店に依頼ずる 

参据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでくだをい。 


据付け場所の選定及び標準据付け例 


♦据付けについては、义災予防を例、電気設脯に関する巧術基準などの法をの基準びありまず。工事説明 
書の r ま全のために必ずお守りください」をお読みになり、販売店交は据イ寸業者とよくご相談してくださ 
い。 

♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 


給排気筒を延長ずる場合の注意 


•給排気筒を延長する場合は、3 m 3曲がり1；1下で取巧け5れる場所を選定してくださし、。 


積雪地区における注意 


♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないよラな取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い込んで、不亮全燃焼を起こずことがありまず。 


据付け後の確認 


♦据付けが終りました5、をラー度、工事説明書の r まをのために必ずお守りください」をお読みになり、 
工事説明書に記載されているとおり据え付けられているかどラかを確認してください。 


成 


















試運転 


•試運転は、販売店又は据付業者とご一緒に必ずおこなってくだごい。 

mmfmm 

1 油タンクに灯油び巧分入っており、油タンク•ストーブ各部に油漏れびないかどうかを確かめてくだ 
さぃ。. 

2 電源プラグをコンセントに善し込んでください。このとさ r 給油ランプ」 び r 点滅」 ずる場合は、ストー 
プに灯油がきていません。ストーブにな油が流れてくると自動的に r 給油ランプ」 は消えます。 

をし3分 uLt 待っても r 給油ランプ J び消えないときは、をう一度8〜9ページの [由の-しか; T 、 
点义前の準備と確認 I に従って運転準備をやりなおしてください。 

1運乾開始手順 

I >8 ページの Lf: 使ラ前の準偏、 11 ぺージの： 使巧方法に 従って運転させてください。 

2巧期運乾時の異常現象 

参開こんして初めて使用したとを、防謂油とか塗料やほこりび乾燥したり、焼けたりすることによっ 
てストーブか5、約20分間位煙やにおいが出ることびありますび、ご使用には全くす障はありませ 
Aj 。 

♦送油管の途中が山形になったり、をつれたりしていまずと、送油管の中に空気びたまって油が流れ 
ないことびあります。目ページ^に従って送油管の中の空気を振いてください。 

3正常運転の目安 

t ♦正常運嚴時のバーナーの炎の色は、黄火びときどさまじる青炎でず。 


消乂の手順 


•1 目ぺージ[消义 I に従って消火操作をしてください。 





お客様へ…おぼえのために記入されると便利でず。 


. 

/ 

型 式 

お買上げ年月日 

年 

巧 

曰 

お買上げ店ち 

_ ___ _ . _ 

(電話番号） （ 

) 

— 
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株式会社1^3卜>ミ 

本 社 名ち屋巿瑞穂区桃園町日番17号〒4目 7-08 己日 

TEL . 日日 2-822-1144 FAX . 日日 2-822-2742 





